
回遊と滞留空間の分離による魅力あるまちづくり

主催：秋葉原電気街振興会



来店者のくつろぎ場所確保

歩道上滞留客

歩道利用者の安全確保

空間分離対策

待機場所案内

１.活動の狙い

オノデンーラオックス店舗前周辺 5/13 11時頃

歩道空間で混雑が発生

ラオックス オノデン

くつろぎ空間創出

多くの来街者いるが、
人々が滞留するための
空間が存在しない。

歩道空間の混雑や
来街者の休憩場所不足
といった課題が発生。

歩道をベンチが設置
された休憩場所として、
歩行者を誘導する。

歩道利用者の安全確保、
来街者のくつろぎ場所
確保を目指す。

狙い① 歩道利用者の安全確保 狙い② 来街者のくつろぎ場所確保
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２.どんな活動を行ったか

実施場所

実施期間

活動内容

ラオックス秋葉原本店と
オノデンの間の区道

２０２５年１０月５日、１2日
１３～１７時（歩行者天国実施中）

道路空間に滞留の場を設置
滞留空間周知用のぼり旗を設置
分別可能なゴミ箱を設置

滞留空間（入口付近）

滞留空間（ベンチの設置） のぼり旗の設置

入口付近での誘導

分別可能なゴミ箱の設置

秋葉原駅方面
実施場所

オノデン

ラオックス

中
央
通
り

実施場所周辺地図
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３.活動の成果

成果①

成果②

成果③

設置した休息スペースが多くの来街者に利用された。

関係する多くの団体の協力を通して、街での連携が深められた。

歩行空間と滞留空間の分離により、歩道の混雑が緩和された。

活動実施中活動実施期間外

活動実施期間中に、
歩道上の混雑が緩和された 3



４.これからの展開

アンケートより、９割以上が本取組に満足し、継続的な活動を望んでいることが分かった。
継続的にエリアを広げたり、開催時間を伸ばすなど、気持ちの良い環境街づくりをめざして、
活動を進めていく。

93%

7%

満足 やや満足

93%

7%

継続希望 どちらでもよい

アンケート結果
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